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ッドの SF 映画のように、フィルムで撮影し、CG に渡し、
又完成したデータを、フィルムにプリントして、シア
ターで上映する。この、双方のテーストをフルに生か
したコラボレーションの時代は、上映フィルムはデジ
タルに入れ替わっても今後も更に発展するものと考え
られる。
その映画メディアの方法論の座標に立って、静止画
像にそのコンセプトを重ね併せて見ると、私が 1997年
に全国規模で行った、フジフォトサロンでの西宮正明
発言展 NEVER の表現方法と、全く同一であったこと
に気付く。すなわち、この展覧会の作品制作のプロセ
スは、10年前であったが、写真フィルム、デジタルに
スキャニング、フォトショップのレイヤーを使ってモ
ンタージュ、そしてデジタル情報を、アナログの写真
印画紙に出力する、という順序であった。
この作業は、ラボのメッセージとしては、日本では
初の大形展覧会への出力であったと聞く。
そして、10年後の現在、どうしても、何十年も愛し
続けた銀塩粒子の粗粒子表現を、ソフィストケイトし
て、ファインアートのタブローにまで象徴化しようと
いうグラフィックを今、研究、開発中である。現在生
産されている、超高感度のフィルム、又、何十年も楽
しんで来た、トライXの高感度のプッシュ等写真粒子
の美しさを、デジタルの正方形のピクセルが、どこまで、
自らの姿を裏に隠して強く、エレガントに見せてくれ
るのか、これが、映像作家としての私が、現在の交錯
する両メディアの間で試みる、グラフィックな新しい
言葉探しである。
上記が、結論の三として諸々述べて来た「自分の言葉
を持って発言しよう。」という、現代の映像作家論の私
のトライアルなのである。
５　映像作家の未来学
現在、未来学など存在しない、と云えるだろう。何
故ならば、未来学なぞと考える以前にすぐ、その発想は、
現実に存在するものとなってしまうからである。
特に、この10年は、その観が強かった。今考える、
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次の10年は、更にその進化のピッチは早くなるであろ
うことは、明らかである。
当然、それぞれのメディアのボーダレスなぞという
考えは、当然の事であり、パソコンとケイタイは、日々
変身しながら、合体してしまうことだろう。情報は、
集められるだけ集められ、その情報量の巨大な組織が、
社会を牛耳ることになる。日々の暮らしは、インタラ
クティブに、個人尊重などと云いながらも、定食のよ
うな情報を皆で同時に検索により取り込んでいるので、
世界中がクローン人間化して行く事は止められない。
その次第々々の類形化の中で、何がわずかに光を放
って来るかと考える時、「天才的プログラマーの中から
育った心豊な詩人。」などという、逆説のような人格が
好ましい。
現在でも、ほぼそのような形態になりかかっている
から、近未来は、当然のこととして、必要な情報は検
索により常に自分のものに出来、自分は何者か?と検索
することにより、個性までも、コンピューターが教え
てくれる。その時代のクローン人間は、全てが同じで
あると考える必要は無い。今以上に個性的なソフトに
より、行動、決断、喜びまでも検索してもらえるだろ
う。それが“個”と云えるか否か?そのような近未来に、
はじめて強く求められる人格は、近代化されたアー
チストであろうと予測される。人間が、人間である事
は、進化論的に当分の間は変わらない事実なのだから。
我々、アナログの時代にデジタルを自ら開発し、その
ペースにいささか翻弄される時期は有るが、ある程度、
アナログ時代を生きた、現代人が、21世紀のルネッサ
ンス、人間復興をとなえれば良いのである。
16世紀、17世紀のルネッサンスは、明らかに、絵画、
彫刻、建築であったが、21世紀のルネッサンスは、情報、
特に映像である。もうすでに情報は、瞬時に地球の隅々
にまで伝わるのだから、そのコンテンツは、疑う余地
も無く、ことばを必要としない写真のメッセージであ
り、映像であるのだ。
映像は、全て抽象な高度な言語であるサウンドを引
き連れて、類形化して、感じることを忘れかけている
人間達に、ダイレクトに、人間的に語りかけることが
出来るのである。
人間性豊な、現代映像を、透明な詩人の心で発信す
ることが、荒みかけた人類を、再び、自然に引き戻す
アーティスティックな、ゾルレンなのではないだろう
か。それが、今生きている映像作家の姿勢であると結
論したい。
